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 鈴 木 淳 子 監査委員事務局長   

 

◎ 議 事 日 程 

 

令和６年９月９日（月） 午前９時開議 

 

 議事日程第３号 

   日程第１   一般質問 

   日程第２   議案の審議、採決 

     議第４９号  令和５年度河北町一般会計歳入歳出決算認定について 

     議第５０号  令和５年度河北町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第５１号  令和５年度河北町西里財産区特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第５２号  令和５年度河北町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第５３号  令和５年度河北町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第５４号  令和５年度河北町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第５５号  令和５年度河北町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

     議第５６号  令和５年度河北町水道事業会計の剰余金処分及び決算認定について 

   日程第３   決算審査特別委員会の設置構成及び決算議案の特別委員会付託 

休  会  

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       議事日程第３号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時 

○丹野貞子議長 おはようございます。 

   本日の欠席通告議員はありません。 

   ただいまの出席議員数は14名であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

   本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

であります。 

○丹野貞子議長 日程第１、一般質問を行います。 

   一般質問の時間は、答弁を含めて60分であ

ります。終了５分前に振鈴で知らせ、60分

で打ち切ります。 

   本日は７番木村章一議員、10番林智議員、

５番石垣光洋議員であります。 

   それでは、７番木村章一議員の一般質問を

続けます。 

   なお、木村章一議員の一般質問の残り時間

は17分となりますので、ご確認ください。 

   それでは、答弁から。 

   「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野隆博政策推進監兼企画財政課長 おはよう

ございます。 

   それでは、私から行政手続法と町のパブリ

ックコメントの手続に関する要綱について

説明させていただきたいと思います。 

   国が定めている行政手続法でありますけれ

ども、この法律は、処分とか行政指導等の

全般を対象とする一般法になっております

けれども、その中の第３条に適用除外の項
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目が記載されているところであります。そ

の第３条の第３項に地方公共団体の機関が

する処分、行政指導、命令などについては

適用しないという適用除外の規定がされて

いるところであります。そのため地方公共

団体には、この行政手続法は適用になりま

せんけれども、その中の行政手続法の第46

条に、地方公共団体は、行政手続法の趣旨

を鑑みて「必要な措置を講ずるよう努めな

ければならない」という努力義務の規定が

ございます。 

   それに基づきまして地方自治体では、パブ

リックコメントの手続に関する要綱であっ

たり規定などを定めているところでありま

す。国の規定が及びませんので、パブリッ

クコメントをするかしないかも含めて、そ

の内容や機関なども地方自治体で独自に定

めてよいと解釈するものであります。 

   以上であります。 

○丹野貞子議長 「宇野学校教育課長」 

○宇野勝学校教育課長 おはようございます。 

   ホームページの中に、河北町立小学校の整

備に向けた基本方針（素案）がまだ残って

いるということでございます。今回のパブ

リックコメントにつきましては、ホームペ

ージからですと、募集、採用、情報のとこ

ろからパブリックコメントのところにクリ

ックしますと行くわけであります。 

   今回、この中に案をお示ししたところであ

りますけれども、その前提として素案に対

するアンケート結果、これも載せてござい

ます。したがいまして、その素案について

もまだ見られるようにしているという趣旨

でございます。 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） ２日間、時間をいただ

きましたので、残り時間も短いので、少し

整理して申し述べたいと思います。 

   河北町では、要綱に基づいてパブリックコ

メントを実施しておりまして、今、説明が

ありまして、自治体は除外されると。ただ、

その中で、要綱などで実施すると。河北町

の実際のやり方は、ほかの自治体ではこう

いうふうに取り組んでいないところもあっ

たり、条例で取り組んだり要綱で取り組ん

だりといろいろあって取り組んでいないと

ころもあるという点で、河北町が取り組ん

でいるのは一歩進んではおりますが、ただ、

内容的には、十分にその意見をしっかり聞

き取るという内容になっていないと思いま

す。 

   特に今回のパブリックコメントで問題なの

は、閲覧場所なども一つに指定されている。

各センターとか役場とかのほかに河北町ホ

ームページとなっていて、今、担当課長か

ら説明があったように、そのホームページ

行くと基本計画案も見られますが、素案も

見られるという点では、閲覧するものの中

に素案があると、出てくるということ自体

がこのパブリックコメントは問題があって

無効であろうと私は思います。 

   さて、46年前に河北中へ４校を１校に大規

模統合したことについて貴重な話がありま

した。統合した河北中を建設した町長、菊

地匡元河北町長が、35年ほど前に、あらゆ

る河北町の状況を見て統合河北中を建てた

ことは失敗だったとしみじみ語っているの

を直接お聞きしたという証言を私が聞き取

っております。元町長が自分自身の実績に

ついて失敗だったと町民に話したというこ

とは、大きな反省を後世に伝えたかったの

かもしれません。私が代わってここにおら

れる町長や教育長、議場におられる皆さん

にお伝え申し上げます。同じ失敗、大きな

統合ということを、大きな失敗を繰り返し

てはならない。 
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   学校の大規模統合は、子供たちに重いリス

クを負わせる可能性があることを指摘しま

す。中１ギャップは、教師の方々や教育委

員会のリードもあって、河北町内には中１

ギャップはないようであります。中１ギャ

ップの解消を施設一体型小中一貫校づくり

の主な動機にすることは、的外れでありま

す。 

   こども基本法に関わる先日の答弁で、子供

たちは今の学校に愛着を持っているので、

子供たちに学校統合や小中一貫校について

聞くことは難しいとの趣旨の答弁がありま

したが、とんでもありません。教育委員会

が進めたい方向と異なる意見は聞かないよ

うにするというやり方は、間違っておりま

す。１校の統合のアンケートでは11％とい

う意見も、結果としては無視しようとして

進めた方があります。同じ間違ったやり方

であります。小中学校の在り方にこそ、こ

ども基本法を守って子供施策に対する子供

らの意見の反映をさせるために、子供たち

自身の意見を聞いてから基本計画を決める

べきであります。子供たちの意見を聞かな

ければ、教育委員会は、こども基本法に関

して法律違反をすることになるのではない

でしょうか。財政や財源についての答弁が

ありましたように、中学校は、新築でも大

改修でも同じような町財政の負担になりま

す。小学校を１校でも複数校でも統合して

新設すると、建設費のやや半額は補助金が

あります。しかし、建設費の半額以上は、

町の新たな財政負担になります。地方交付

税については、１校に統合すると１校当た

り約1,200万円の５校分、約6,000万円が毎

年減額されてしまいます。これが学校統合

を強く進める財務省の狙いの一つでありま

す。使える学校施設を大改修して学校とし

て活用することが財政的には一番有利であ

ります。 

   小規模校は、子供たちにとって悪い教育環

境ではありません。少し極端な事例ですが、

大江町の柳川温泉などがある地域の小学校

は、全学年を集めても７人という時期があ

りました。その時期の子供たちはどのよう

に育ったかというと、１人は新潟日報とい

う新聞社の記者になり、１人はセミゼネコ

ンに入り経験を積んでから鶴岡市の職員に

なり、１人はＪＲ東日本で憧れの新幹線整

備に携わり指導的な立場になっています。

小学校では、クラス替えや大人数による切

磋琢磨の環境がなくても、子供たちは能力

を伸ばして伸び伸びと育つことができるの

です。 

   地域振興と学校の統廃合の観点で見ると、

その後、柳川地区の小学校が休校となって

から、その地域には子育て世代が住まなく

なっています。小学校がなくなったことが

地域の振興にとって大きなマイナスになっ

ております。学校統合で学校がなくなるこ

とは、地域振興に大きなマイナスの影響が

あります。 

   以上のことから、小学校の１校統合や施設

一体型小中一貫校の計画は、第１に子供た

ちのための教育の観点からも、第２に財政

運営の点でも、第３に河北町と地域の振興

という観点からも基本計画案は問題があり、

見直すべきであります。 

   そして、それとは別に、今実施中のパブリ

ックコメントは、無効であると思います。 

   以上のことを申し上げまして、私の一般質

問を終わります。 

○丹野貞子議長 以上で７番木村章一議員の一般

質問を終わります。 

   このまま暫時休憩とします。 

     休 憩  午前９時１２分 

     再 開  午前９時１３分 



 - 91 - 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   一般質問を続けます。 

   次に、10番林智議員の一般質問を行います。 

   「10番林智議員」 

○10番（林智議員） おはようございます。 

   それでは、令和６年度９月一般質問を行わ

せていただきます。 

   まず初めに、質問事項１としまして、専門

化・複雑化する業務に対応するための人材

戦略について伺います。 

   近年、業務内容が複雑化・専門化する中、

職員の方々には、様々な研修をされながら

業務に当たっていただいております。また、

これまでの経験を生かし活躍していただく

べく社会人経験枠での採用など、即戦力に

なり得る職員も採用されております。 

   これからはＤＸや商工観光、まちづくりな

どの分野においても、より専門に特化した

人材も必要になってくると考えられます。

社会人経験枠による専門職員だけでなく、

地域活性化起業人などの制度を活用し、業

務の遂行に当たるべきと考えます。 

   そこで、質問要旨１としまして、町行政業

務における専門知識や経験を有する職員の

採用や地域活性化起業人制度の活用による

業務の効率化と有益性についてどのように

捉えているか伺います。 

   質問事項２、ＤＸ（デジタルトランスフォ

ーメーション）推進とＩＣＴ（情報通信技

術）の活用のための無料で使える公衆無線

ＬＡＮアクセスポイントの整備について伺

います。 

   現状では、１人１台のスマートフォンの所

有が当たり前となってきており、さらに、

学校教育でもタブレットやパソコンなどを

使用した授業があります。また、様々な場

面・場所でスマートフォンやパソコンなど

を利用し情報を得たり、仕事や学習にも活

用しています。町内各所に無料で使える公

衆無線ＬＡＮアクセスポイントの充実を図

る必要があると考えます。 

   そこで、質問要旨１としまして、本町でも

ＤＸの推進やＩＣＴの活用といった観点か

らも、公共施設等の無料で使える公衆無線

ＬＡＮアクセスポイントの環境整備等が課

題と考えます。今後の整備をどのように考

えているのか伺います。 

   最後に、質問事項３としまして、「ゼロカ

ーボンかほく宣言」の実現に向けた取組に

ついて伺います。 

   河北町では、2022年10月に「ゼロカーボン

かほく宣言」をし、町民、事業者と一緒に

なってゼロカーボンシティの実現に向けて

取り組むことを宣言しています。この夏も

ひどい暑さが続き、温暖化をひしひしと感

じるとともに温室効果ガスなどの排出量削

減の必要性を強く思ったところです。 

   そこで、質問要旨１としまして、「ゼロカ

ーボンかほく宣言」後の取組について伺い

ます。 

   以上、再質問を保留し、一般質問を終わり

ます。 

○丹野貞子議長 10番林智議員の一般質問に対す

る町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 おはようございます。 

   10番林智議員の一般質問にお答えします。 

   最初に、専門化・複雑化する業務に対応す

るための人材戦略についてお答えいたしま

す。 

   質問要旨、町の行政業務において専門的知

識や経験を有する職員の採用や地域活性化

起業人制度の活用による業務の効率化と有

益性についてどのように捉えているかにつ

いて申し上げます。 

   少子高齢化や人口減少の加速、自然災害の
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頻発・激甚化、社会経済活動のグローバル

化、情報通信技術を中心とする技術革新の

急速な進展に加え町民の価値観も多様化す

る中で、行政に求められる課題や期待は、

ますます複雑化・専門化しております。 

   職員の採用につきましては、これまで新卒

者を対象にした採用試験を行っていたとこ

ろですが、令和２年度から、これからの複

雑化・専門化する行政課題に対応するため、

社会人経験者採用枠による採用試験を開始

するとともに、令和４年度からは、４月採

用に加えて年度途中での採用も併せて実施

することで、複雑化・専門化する行政課題

に対して、社会人として培ってきた知識や

技術を柔軟に生かすことができる即戦力と

なる職員の確保に努めているところであり

ます。 

   また、地域住民の身近な行政機関である役

場にとって、職員が多種多様な業務に対応

できる知識や技術を身につけ業務に生かす

ことが、業務の効率化につながるものと考

えております。行政ニーズへの対応につい

ては、職員の様々な研さんを通して能力向

上を図るということがやはり基本と考えて

おります。町職員の育成基本方針に基づき

職員研修の充実を図ることで、職員の能力

向上を推進してまいります。 

   地域活性化起業人制度については、三大都

市圏に本社がある民間企業等の社員が三大

都市圏以外の市町村に６か月から３年の一

定期間派遣され、そのノウハウや知見を生

かした地域の能力向上や地域経済活性化な

どの業務に従事することで、地方への人の

流れや関係人口の拡大を創出することを目

的とした国の制度であります。起業人の受

入れに要した経費は特別交付税によって措

置され、令和５年度は観光振興や地域産品

の開発、自治体職員が不足するＤＸの分野

など、全国449の団体で779名が活躍してい

ると承知しております。 

   自治体側にとっては、企業が持つ専門知識

や人脈を活用しながら外部目線によって地

域課題に取り組むことができ、企業側にと

っては、社会貢献や社員のキャリアアップ

につながることなどのメリットが挙げられ

ますが、地域活性化起業人制度の活用には、

多岐にわたる地域課題の解決について地域

の歴史や文化、実情を踏まえながらノウハ

ウや知見を生かし、地域活性化に取り組ん

でいただける企業とのマッチングが重要で

あると考えます。人材活用の具体的施策の

推進効果、これを十分精査しながら制度活

用に取り組んでまいります。 

   次に、ＤＸ（デジタルトランスフォーメー

ション）推進とＩＣＴ（情報通信技術）活

用のための無料で使える公衆無線ＬＡＮア

クセスポイントの整備について申し上げま

す。 

   質問要旨、公共施設等の無料で使える無線

ＬＡＮアクセスポイントの環境整備が課題

と考えるが、今後の整備の考えについてお

答え申し上げます。 

   情報通信環境の整備は、地域住民のデジタ

ルサービスの向上や職場外のリモートワー

クの促進、さらには災害時における通信手

段の確保などの役割を担い、地域のＤＸを

推進する上で重要な取組であります。 

   現在、役場１階の町民ホールやどんがホー

ル、道の駅、ひなの宿などの公共施設へ公

衆無線ＬＡＮアクセスポイントを設置し、

多くの方々にご利用いただいております。

また、このたびの９月補正予算の中に、サ

ハトべに花への設置費用を新たに計上して

いるところであります。 

   地域ＤＸの推進のため、さらなる公衆無線

ＬＡＮアクセスポイントの充実が求められ
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ますが、今後、施設の老朽化に伴い複合化

や集約化、長寿命化に向けた改修が大きな

課題となってまいります。こういった今後

の施設のあるべき姿について十分検討を進

める中で取り組んでまいる必要があると考

えております。 

   公衆無線ＬＡＮアクセスポイントの整備の

方向性につきましては、各施設における今

後の整備の見通しを踏まえながら、住民の

利便性向上や災害時の対応に向けた環境整

備に努めてまいります。 

   次に、「ゼロカーボンかほく宣言」の実現

に向けた取組についてお答えいたします。 

   質問要旨の「ゼロカーボンかほく宣言」後

の取組状況について申し上げます。 

   2022年（令和４年）10月29日に、2050年ま

でに二酸化炭素などの排出量実質ゼロを目

指し、再生可能エネルギーの利用促進、省

エネルギーの促進、資源循環の促進、この

基本的な考え方の下、住宅と暮らし、産業、

農業、輸送、公共施設など、そして森林な

どの各分野で、町民、事業者と一緒になっ

てゼロカーボンかほくの実現に向けて取り

組むことを宣言いたしました。 

   その後、2023年度（令和５年度）には、

国・県の環境施策、第８次河北町総合計画

と、河北町「ゼロカーボンかほく宣言」な

どを踏まえ、今後10年間の環境保全に関す

る施策を推進するため、地球温暖化対策の

推進に関する法律に基づく地球温暖化対策

実行計画（区域施策編）の位置づけともな

る第３次雛とべに花の里環境基本計画を策

定いたしました。 

   この計画は、環境面での将来像を「持続可

能な地域づくりに挑戦するまち かほく」

と定め、町民、事業者の皆様と共通認識に

立ちながら地域一体となり環境問題の解決、

二酸化炭素排出量の実質ゼロの達成に向け、

その推進を図るものであります。 

   2023年度（令和５年度）からは、さらなる

脱炭素社会の実現と推進を図るために組織

機構の見直しを図り、生活環境係を生活環

境・ＧＸ推進係に改称するとともに、生活

環境主幹を配置し、組織の強化を図ったと

ころであります。 

   また、取組の一つとして、2023年度（令和

５年度）からは、再生可能エネルギーの利

用促進を図るため、これまで行ってまいり

ました太陽光設備及び蓄電池の導入補助の

限度額を引き上げるなど拡充するとともに、

新たに木質バイオマス燃料機器の導入につ

いての補助、省エネルギーの促進を図るた

め、既存住宅及び事業所も対象とした対象

として、リフォームとして窓を断熱窓に改

修する費用の補助を創設いたしました。断

熱窓への改修費用に対する補助では、2023

年度（令和５年度）には15件の申請があっ

たところです。 

   これらの補助の周知を図り、より一層の設

備導入を推進するためには事業所の協力も

必要になることから、河北町建設綜合組合

の組合員の方に説明させていただき、事業

の推進を図っているところであります。 

   役場庁舎については、2023年度（令和５年

度）から電力契約において「やまがた水力

プレミアム」の契約を締結し、ＣＯ２排出量

ゼロの庁舎が実現いたしました。 

   このようにゼロカーボン宣言後、幾つかの

取組をしており、町民、事業者の皆さんに

おいても、昨今の酷暑や大雨などからも温

暖化の影響を感じながら、少しでも温室効

果ガスの排出を減らそうという意識を持っ

て身近にできる取組をいただいております。 

   しかし、温室効果ガスの排出量削減に向け

てはまだまだ不十分であり、さらに加速し

ていく必要があります。環境基本計画で掲
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げた基本目標である「持続可能な社会をけ

ん引する人づくり」に向け、環境問題を自

分のこととして捉えるための意識改革・行

動変容が必要であります。学校、家庭、地

域、職場など様々な場を捉え、環境教育・

環境学習を推進してまいります。 

   また、一人一人が意識して取り組むととも

に、地域全体で、さらには町全体で取り組

むことがより一層の推進につながりますの

で、ゼロカーボンの実現に向けた取組を今

後とも検討して対応してまいります。 

   以上、お答え申し上げます。 

○丹野貞子議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「10番林智議員」 

○10番（林智議員） 答弁ありがとうございま

した。 

   それでは、再質問を行わせていただきます。 

   まず初めに、ＤＸ推進、ＩＣＴ活用のため

の無料で使える公衆無線ＬＡＮアクセスポ

イントの整備から伺わせていただきます。 

   情報通信環境の整備ということで、地域住

民のデジタルサービスの向上や職場のリモ

ートワーク推進、さらには災害時における

通信手段の確保などの役割を担い、地域の

ＤＸを推進する上で重要な取組であり、現

在設置されている役場１階の町民ホールや

どんがホール、道の駅、ひなの宿等の公共

施設のほかに、これからサハトべに花への

設置が計画されているとのことで、設置箇

所が増えることは、大変すばらしいことと

評価させていただきます。 

   そこで、今後の検討課題として観光分野に

も検討をいただき、例えば、動物園内や紅

花資料館など、そういうところに設置する

ことにより、動物園に来た人が見た動物の

生態を、その場で情報を得やすくすること

や、紅花資料館に来られた方が展示されて

いるものの関係する情報を調べたり、また、

外国人観光客などが来られた場合に、スマ

ートフォン等を利用して翻訳等を行う場合

などにも活用できるのではないかと考えま

すが、どのように考えられていますでしょ

うか。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 10番議員の質疑にお答

えしたいと思います。 

   児童動物園、紅花資料館ということで、フ

リーＷｉ－Ｆｉの設置ということでありま

すが、紅花資料館においてはこれまで設置

した経緯もございますが、館内来場者以外

の人の利用度が非常に高いということで、

部外者が集まってくる事案が多々あったと

お聞きしております。公には現在はしてい

ないわけなんですが、そういった部分も含

めて資料館については、今後、検討させて

いただきたいと思っております。 

   また、児童動物園につきましても、今、改

修工事を行っておりますふれあい施設にお

いては、お客様のニーズに応えるべくもの

であるとすれば、今後、検討してまいりた

いと考えております。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   紅花資料館は、警備上というか、そういっ

た問題でなかなか大変なことは十分理解で

きますが、例えば、時間等の制限を設ける

など様々な対応をすることによりクリアで

きる問題もあると思いますので、その辺を

検討していただきながらぜひ検討をいただ

きたいと思います。 

   そして、動物園に関しましても、新しいふ

れあい館を要望に応じて検討いただけると

いうことですので、ぜひ子供たちが動物の

生態を調べたりとか見ながらどんなふうに

関わりを持てるのか調べたりとか、いろん
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な活用ができるようになると思いますので、

ぜひ検討をお願いしたいと思います。 

   では、役場１階の町民ホールにも公衆無線

ＬＡＮのアクセスポイントということで存

じています。町民ホールということで、町

民の方がくつろげるスペースということに

もなっていますし、昨年から行われている

クーリングシェルターというところでも、

休み場所という指定にもなっていますので、

大変すばらしいことだと思います。 

   ただ、そういった中で、役場内会議室を利

用して会議・講習会等が行われていますが、

２階、３階の会議室等を利用した場合には、

やはりそこには、１階ホールで使っている

公衆無線ＬＡＮの電波が届かないという状

況になっています。今、様々な会議の中で、

会議の最中、研修会の最中、情報を必要と

する場合等、また、連絡を取り合うと考え

た場合に、やはりＤＸの推進という観点か

らも整備というのが今後の検討課題と思い

ますが、その辺はどのようにお考えなのか、

お伺いしたいと思います。 

○丹野貞子議長 「須藤防災・危機管理監兼総務

課長」 

○須藤俊一防災・危機管理監兼総務課長 役場庁

舎内における課題を今いろいろご指摘いた

だいたところですけれども、そうした今お

話があったような庁舎内の脆弱な部分とい

う部分は、今後とも引き続き継続して調査

研究しながら強化に向けた取組というもの

を、まずは調査から進めた中で取組という

部分を進める必要があるのかなと考えてい

るところです。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   ぜひ調査を引き続きしていただきながら、

早急な対応ができることを期待させていた

だきます。 

   それでは、同じくこの公衆無線ＬＡＮにつ

いてお伺いしますが、先ほどの町長答弁の

中にも防災時における通信手段を確保する

役割とありましたが、避難所となり得る施

設に対する対応というのは、施設の老朽化

に伴い複合化や集約化など、各施設におけ

る今後の整備の見通しを踏まえながら検討

ということでありますが、河北町では、平

成30年度に総務省からの補助事業で防災の

観点から防災拠点、要するに避難所・避難

場所、官公庁での公衆無線ＬＡＮ環境の整

備を行うとともに、災害発生時の情報伝達

手段確保のため、被災場所として想定され、

災害対応の強化が望まれる公的な拠点など

における公衆無線ＬＡＮの環境の整備とい

うことで、本町では、避難所・避難場所７

か所に整備されたはずです。しかし、実際

には、避難所としてはあまり使われていな

いのではないか。この整備事業と違うよう

な環境ですが、これはどうしてこのように

なっているのか伺います。 

○丹野貞子議長 暫時休憩します。 

     休 憩  午前９時３８分 

     再 開  午前９時３９分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   「真木防災危機管理課長」 

○真木秀章防災危機管理課長 大変失礼いたしま

した。ただいまご質問をいただきました事

業、総務省事業ということで活用いたしま

して、７か所ということでご質問をいただ

きましたが、町内の小中学校に整備をさせ

ていただいたと。指定避難所、町内では17

か所ございますけれども、そのうちの７か

所を小中学校で使えるように財源を有効活

用したということであります。なぜこの７

か所にしたのかというところにおきまして

は、財源としては防災面での財源だったか

もしれませんが、実際の学校活動、授業な
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どの中でも有効活用もできるという観点で、

当時、この場所に設定したのではないかと

考えてございます。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   活用するに当たり、事業の有効性というこ

とで、もちろん大規模災害になれば、そう

いった小学校、中学校等の体育館も活用さ

れるということでの検討結果、そういう場

所に決まったということだと思うんですが、

しかし、この事業内容から災害時における

避難場所での公衆無線ＬＡＮ環境の整備が

必要と考えられるはずです。 

   現在、河北町で災害時の場合に、西里、北

谷地、溝延などの各センターが避難場所と

して活用されている事例が多いと思うので

すが、そのような状況で、なぜ老朽化と統

合等という問題だけで整備を検討しないの

かをお聞きしたいと思います。 

○丹野貞子議長 「真木防災危機管理課長」 

○真木秀章防災危機管理課長 検討していないと

いうわけではないという認識でおります。

町長答弁にもございますように、施設にお

ける今後の整備の見通しを踏まえながらと

いうことでありますので、タイミングを見

極めてまいりたいと考えております。当面

の対応として、極端な話、この無線ＬＡＮ

アクセスポイントがなければ避難所を開

設・運営ができないというわけではござい

ませんので、今後、その施設の在り方とと

もにタイミングを見て検討してまいりたい

という趣旨でございます。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   どのようなときも情報、みんなが特に災害

時などは、情報の収集の時点でとても気に

なる部分でありますので、ぜひ検討を引き

続きお願いしたいと思います。 

   では、次に、ゼロカーボン推進についてお

伺いしたいと思います。 

   ゼロカーボンの推進ということで、「ゼロ

カーボンかほく宣言」の中にもあるように、

再生可能エネルギーの利用促進、省エネル

ギーの促進、資源循環の促進と言われて宣

言されております。 

   その中で、省エネルギーの促進というもの

を図るために断熱窓の改修に対する費用の

補助というものが、近年、追加されていま

すが、様々な研究の中から、窓からの熱エ

ネルギーの移動、要するに、窓を通して暑

くなる、寒くなるということよりも、それ

以外、家自体、建物自体を通しての熱の移

動ということが大きいのではないか、断熱

よりも遮熱に重点を置くべきではないかと

いう研究もありますが、そのようなことに

対しては、何か検討されている部分がある

のでしょうか。伺います。 

○丹野貞子議長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田史明生活環境企画主幹 断熱窓については、

令和５年度からということでしております。

国でもそういった断熱窓の補助金もあった

こともありまして、令和５年度から実施し

たというところでございます。当然、断熱

窓だけでなくて壁、そちらの断熱効果が上

がるような資材等をする方法もあるかと思

います。あとは、住宅全体を省エネの住宅

にしていくということを県でもやっており

ます。町でも、都市整備課で住宅リフォー

ムに対して持家住宅促進事業費補助金とい

うのがあります。その中でもリフォームで、

窓だけでなくて壁の断熱をした場合にも、

そういった補助金もなっているということ

があります。今後は、さらに断熱窓だけで

なくて家全体とか、そういった方向の省エ
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ネということも検討はさせていただきたい

と思っております。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   今、断熱をより高めてということでお答え

をいただいたということだと思うんですが、

断熱と遮熱、同じような言葉ですが、断熱

はより熱を伝わりにくくするということで

あり、遮熱は熱を遮るということであり、

似たようで異なるものと私は解釈していま

す。 

   そんな中、近年、温暖化という中で建物内

の室温ですが、窓から入ってくる熱よりも

建物自体を通して入ってくる熱のほうがお

よそ９割という、そのような研究結果もあ

ると伺っています。 

   例えば、一例を紹介しますと、遮熱施工を

していない建物では、外気温が29度のとき

室温が35度となり、遮熱加工をした建物の

場合は、外気温度が35度のとき室温が29度

というように、施工前の外気温度よりも低

くなるという結果も出ているそうです。 

   このように断熱ではなく遮熱を行い、熱自

体が建物の中に入ってこない施工をするこ

とにより、エアコン・暖房等の効率を上げ

ることが省エネルギー促進につながると考

えています。 

   そのようなことも、今後の町での研究課題

としてもぜひ取り上げていただきながら、

今後の政策につなげていただければと思い

ます。 

   そして、今、答弁の中で河北町の持家促進

住宅事業補助金という言葉もありましたが、

以前ですと、照明のＬＥＤ化というものに

対しても補助金がありましたが、県でなく

なったということで町でもなくなったと聞

いています。しかし、ゼロカーボンかほく

を目指す河北町として、省エネルギーの促

進という観点から町独自でもそういったこ

とを進めていくべきではないかと思います

が、そのことについてどのようにお考えか

伺います。 

○丹野貞子議長 暫時休憩します。 

     休 憩  午前９時４８分 

     再 開  午前９時５０分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   「今田生活環境企画主幹」 

○今田史明生活環境企画主幹 失礼しました。Ｌ

ＥＤ化の町独自の補助と支援ということで

あります。今現在、公民館で、総合交付金

でＬＥＤ化の補助はしておりますけれども、

家庭への補助ということは、これまで行っ

たことがなかったかとは記憶しております

けれども、そういったＬＥＤ化についても、

省エネということの観点では大切なことか

と思いますので、そちらは、今後、検討さ

せていただきたいと思います。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   今後、検討していただけるということで、

町と町民と一緒にやって進めるということ

ですので、町民が頑張るためにも町として

ぜひその辺のご協力をお願いしたいと思い

ます。 

   それでは、省エネルギーということでお聞

きしますが、省エネルギーの促進というこ

とだけでなく再生可能エネルギーの利用促

進という観点から、電気自動車やハイブリ

ッド車などゼロカーボンに貢献するという

ことも大切と考えています。町でも公用車

等がそういうふうになってきていますが、

道の駅にも電気自動車用急速充電器という

のがありますが、現在どのようになってい

るのか伺います。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 
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○軽部広文商工観光課長 道の駅の電気自動車の

急速充電のことかと思いますが、こちらに

つきましては、令和６年３月31日をもちま

して、これまで設置していただいておりま

した業者が業務撤退するということで、現

在のところ停止している状況でございます。

お客様の利便性という観点から早期設置と

いうことで、メンテナンスも含めてそれ以

降も検討させていただいたわけなんですが、

そういった業者からメンテナンスも業務と

してお受けできないということもございま

して、現在、停止している状況でございま

す。 

   近隣市町を見てみますと、ほとんどが同じ

業者を使っておりまして、道の駅おおえに

つきましては、今後設置しないという意向

もお聞きしております。寒河江市の場合は、

地元の業者でできるところまでやるともお

聞きしております。道の駅河北といたしま

しては、くらし応援課と協議させていただ

いて、町全体でＥＶ車の急速電気が取れる

場所を選定した上で、今後、町全体として

考えていきたいということで現在調整させ

ていただいておるところでございます。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   令和６年３月31日、今年の春からずっと止

まっているということで、青いブルーシー

トがかけられていて、訪れた人から、あれ

は何という声が大変多く寄せられています。

第３次雛とべに花の里環境基本計画の中に

も、電気自動車、ハイブリッド車等、低公

害車の導入を進め、二酸化炭素排出の制御

に努めるとあります。「ゼロカーボンかほ

く宣言」として河北町がゼロカーボンシテ

ィに向かっていく上でも重要なことではな

いかと思います。 

   今後、町内のいろいろな箇所に検討してい

ただくということでありますが、現在、役

場、道の駅の２か所と私は認識しています

が、電気自動車等のナビゲーションシステ

ムには、充電スタンド等の表示等があると

思います。道の駅も現在表示されていると

思います。もちろんシステム的にそう簡単

に直せるものではないとは分かりますが、

そのようにそこを目指して来られる方もい

るのは事実です。早急な対応をお願いした

いと思います。 

   それでは、同じく第３次雛とべに花の里環

境基本計画の中からお聞きしたいと思いま

す。 

   温室効果ガス排出量削減に向けて、町民の

役割として、車は電気自動車、ハイブリッ

ド車等、低公害車を選びます。家庭での省

エネ意識の向上のため環境家計簿や家庭の

カーボンニュートラルアクション登録へ参

加し、二酸化炭素削減を実感します。フー

ドマイレージによる二酸化炭素削減のため

地元産の農産物を購入しますとありますが、

この２つ目、環境家計簿ですが、ここにお

られる執行部職員の方の中でつけられてい

る方はいらっしゃるのでしょうか。恥ずか

しい話ですが、私も今回、「ゼロカーボン

かほく宣言」についてご質問をさせていた

だこうとしてやっていますが、ここで初め

て知ったという事実もあります。ちなみに

町長はつけられているのでしょうか。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 行っておりません。 

○10番（林智議員） つけていないということ

でいいんですか。すみません。今田主幹は

つけられていますでしょうか。 

○丹野貞子議長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田史明生活環境企画主幹 やっていない状態

です。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 
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○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   町民と一緒に推進すると言っているわけで

あります。私は、町職員の方も同じく町民

と思っております。このように町民を牽引

してくださる職員の方も一緒になりながら

進めるのがこの「ゼロカーボンかほく宣

言」であると思うのですが、そのことにつ

いていかがお考えでしょうか。 

○丹野貞子議長 「今田生活環境企画主幹」 

○今田史明生活環境企画主幹 脱炭素、ゼロカー

ボンに関しては、町だけではやっぱりでき

ない。町民、事業所、町全体、みんなが一

緒になってしていくことが大変重要なこと

かと思っております。こういった周知につ

いてなんですけれども、そこが、区長会の

研修会でもゼロカーボンとかそういったも

のの研修会等も行ったりしておりますけれ

ども、まだまだ足りないとは思っていると

ころです。 

   あとは、高校で、見える化ということで実

際どのくらい減っているかとか、そういっ

たものもなかなか分かりづらいということ

もありますので、そちらについても、広報

でもお知らせしながらやっていければと思

っているところです。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 こういった取組は、具体的に身

近なまず自分からアクションを起こそうと、

その気持ちが非常に大事だと思います。そ

ういったことも含めて取組としてそういっ

た家計簿だとか、あるいはエコドライブと

か、いろんな取組があると思います。それ

を町民の方々にしっかり取り組んでいただ

くためには、単なるこういう取組をやって

いきましょうと言うだけでなくて、じゃあ

我が事としてどういうふうに、例えば、エ

コドライブなんかのときにはエコドライブ

の講習会とか、各種団体を通して具体的に

自分のこととして取り組む際にどういうア

プローチをするのかと。こういう取組なら

やりやすいよね、環境のためにも自分のた

めにもなるよね、やっぱりそういう施策の

方向性としてうたっているのはもちろんで

すし、その方向性をどういうふうに町民の

行動に具現化していくかというところは、

これは、周知はもちろんですけれども、周

知する際に取り組んでみようと思ってもら

える動機づけだけでなくて、具体的などう

いう一つ一つの取組ということを通じてそ

の取組になるのかということも含めて、し

っかり先進事例なんかもひもときながら町

民の方々に共感を持って、そして具体的な

行動につながるそういった仕掛けづくり、

そこをしっかりやっていくというのが大事

なことだと思います。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   確かにその仕掛けづくりは大変重要なこと

だと思います。ゼロカーボンということで、

使った分だけ再生エネルギーでプラス・マ

イナス・ゼロということではなく、やはり

排出量を抑えてその後の削減できない分を

補うという考え方でやるためにも、ぜひこ

ういったことをＰＲしていただきながら共

にできる施策、「ゼロカーボンかほく宣

言」の実現ということで頑張っていただき

たいと思います。 

   では、最後になりますが、社会人経験者枠

による採用という部分でのことについてお

聞きします。 

   近年、複雑化・専門化する行政課題に対し

て、社会人として養ってきた知識や技術を

柔軟に生かすことのできる即戦力となる職

員を確保していただいていることは、大変

評価に値することと受け止めています。実
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際に、近年採用された職員により業務の遂

行が合理的に進んだとの話も聞いておりま

す。 

   反面、募集に対して応募のない職種という

状況も見られたようですが、その原因はど

のように受け止めているのか伺います。 

○丹野貞子議長 「須藤防災・危機管理監兼総務

課長」 

○須藤俊一防災・危機管理監兼総務課長 今お話

がありました役場職員の採用ということで、

職種に関しては、今も来年度の採用枠とい

う部分で動いていますけれども、上級行政

職であったり上級の土木職であったり、あ

るいは初級の行政、あと、さらには、今、

町長答弁からありました社会人経験枠とい

うことで、行政枠、土木職枠ということで、

いろいろな職種で、今、応募などもした中

で以前から採用を進めていますけれども、

今ご紹介があったように、特に専門職の土

木職です、そちらに応募をされる方がなか

なかいないという中ではありましたけれど

も、昨年度、応募の中で、今年度４月採用

ということで、お一人の方が専門で土木職

が入っているという実績です。 

   本町におきましてこういった実績ではあり

ますけれども、そうした傾向は、県内、全

国的な流れとして、そういった土木職の専

門性のある職員の、今、行政の人気度がち

ょっと落ちているという状況が傾向として

あるわけです。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   町職員、町だけでなく県でも市でも同じで

すが、行政職員となるということは、先ほ

どの町長答弁の中にもありましたが、一つ

の専門職ということではなく、広く知識を

身につけて様々な業務に対応するというこ

とでありますが、社会人枠ということで、

特に専門職枠という部分ですと、そうでは

なく、その業種に特化していただける方を

求めているのかと私は捉えています。 

   そういった中で、これまで社会人として経

験した中で言うなれば、それまでの給与

等々と比較した場合に、そこから行政職員

としての給与というのが、どうしても差が

生じているのが現状なのではないかと思っ

ています。それなりの給与保証、自分のそ

れまでの給与額と同じような額程度のこと

を望めれば、町のために協力してもいいと

いう方も出てくるのではないかと思うので

すが、そういったことについて、給与とい

う部分では、条例、法令等で決まっている

ことで難しいとは思いますが、どのように

お考えなのかお聞きします。 

○丹野貞子議長 「須藤防災・危機管理監兼総務

課長」 

○須藤俊一防災・危機管理監兼総務課長 社会人

経験に限定したところでの職員採用に関し

て、やはり経験年数の中で、それを換算し

た中で現状の条例に照らし合わせてスター

トラインに立つ初任給といいますか、そう

いったものを条例で定めた中で採用後には

支給するという、それはルールであります

ので、そこを超えることはなかなか難しい

ということが現状であります。 

   そうした中ではありますけれども、職員と

して入りたい方の志もありますけれども、

地域の行政に取り組む姿勢といいますか、

そちらに魅力を感じて、今後、社会人の経

験は行政にということでいろいろ応募をさ

れている方が今の実情です。 

○丹野貞子議長 「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 職員の給与体系については、基

本的には一般職、行政あるいは最近、私が

町長に就任してから土木職もということで、
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困難な状況を踏まえた上でやったり、ある

いは社会人枠と、随時、多様な人材を公務

に取り入れるべく採用の見直しを、職種区

分の見直しも進めてまいりました。 

   前提として、これは、一般職として幅を広

げていくという前提です。高度な専門性を

全て職員で賄い切るという発想には立って

おりません。やはり行政全般に対する共通

地盤があった上で、経験なりあるいは自分

が専門的に高めてきたスキル、役場の組織

内でどうそれを生かすか。採用だけではな

くて育成も含めてです。そこをまず基本に

置いて職員の育成を図っていく。先ほどの

答弁の中では、職員の育成基本方針、採用

もあるけれども、研修も含めてこの部分の

中でしっかり育てていくということだと私

は認識しております。単に高度なスキルだ

けを取り入れるということであれば、本町

では採用の実績はありませんけれども、制

度的には、例えば医師であるとか弁護士で

あるとか、全く別の体系である高度な専門

性を持った人材を、一般職員とはもう全然

違う体系で採用すると、そういう制度もあ

ります。あとは外部に、先ほど提案、お話

のあった起業人材の活用も最近の採用、こ

れは地方での人材あるいは地方創生という

観点も踏まえたもので、単に行政のスキル

アップという観点にはとどまりませんけれ

ども、いずれにしても、外部にその先見を、

例えば、法律問題であれば、高度な判断に

ついては顧問弁護士という形で利用させて

いただいています。そういった意味で、限

られた資源と限られた人材の中でどういう

ふうに職員として、組織として最大のパフ

ォーマンスを上げていくかということにつ

いては、一般職の給与体系あるいは採用体

系の中では、論じられるべきではないと、

私としては、人事行政については考えてお

ります。 

   以上です。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。

様々な特殊な部分においては、今あったよ

うに弁護士ですとか専門職の部分というこ

とで考えてくださっているということで、

確かに例えば町でも保健師であったりとか、

専門職である部分の職員というのも活用し

ていただいているのは存じ上げています。 

   その中で、今、町長から地域活性化起業人

という話もありましたが、そのように専門

分野として活躍いただける方の活用という

のがとても大事だと思っています。例えば

商工業に関する業務、例えばまちづくりに

関する業務などは、特に行政側との考えだ

けではなく民間の知識、そういったものを

活用することがとても大事だと思っていま

す。河北町は、間もなく今週末からどんが

まつりが始まるわけですが、以前は大手旅

行会社とのとても良好な関係、もちろん今

も良好な関係なんでしょうけれども、そう

いった観点から観光企画を多数企画してい

ただいたとかがあったように、特に観光と

いう観点から考えれば、そういった大手旅

行会社等を活用した地域活性化起業人など

の制度を利用することにより、河北町の持

つ観光資源のさらなる飛躍というのが考え

られると私は思っています。 

   また、まちづくりに関しても、河北町は空

き家問題等もたくさん出てきていますが、

そういった住宅事情やまちづくり事情に特

化した業界の方、そういった方を地域活性

化起業人として迎えることにより、新たな

施策、考え方、そんなことが見いだせるの

ではないかと私は思っています。 

   また、この地域活性化起業人ということで

は、大手企業だけでなく大学や研究室との
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提携という話もお聞きしたりもしています。

そういったふうにもちろん大手企業も大事

ですが、大学の研究室との共同研究による

まちづくり、そういったことがとても大事

だと思っています。 

   昨年度も夏合宿で某大学の研究室が河北町

に来られたという話を聞いています。そん

な中で研究室の今後の課題、河北町をとて

も気に入ったので、河北町、未来に向けて

の課題等があれば、ぜひ一緒に研究したい

という申出があったとも聞いたんですが、

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・民間もそういった公共、大学等との

共同研究、ぜひ申出があるときは一緒にや

っていただけるようにお願いしたいと思い、

これで一般質問を終わらせていただきます。 

○丹野貞子議長 以上で10番林智議員の一般質問

を終わります。 

   ここで10時30分まで休憩します。 

     休 憩  午前１０時１３分 

     再 開  午前１０時３０分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   一般質問を続けます。 

   次に、５番石垣光洋議員の一般質問を行い

ます。 

   「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 通告に従いまして一般

質問を行います。９月定例会最後の一般質

問を行います。 

   質問事項の１として、高齢者の難聴に係る

支援について伺います。 

   高齢者の難聴は、聞こえにくさから家族以

外の人だけではなく家族の中でも会話が減

るなど、コミュニケーションを取ることが

困難となり、さらに社会とのつながりが希

薄になることで認知症や社会的孤立になる

リスクも高まると言われています。 

   厚生労働省令和５年度老人保健健康増進等

事業、難聴高齢者の早期発見・早期介入等

に向けた関係者の連携に関する調査研究事

業の「難聴高齢者の早期発見・早期介入等

に向けた関係者の連携に関する手引き」に

よると、75歳以上の約半数の方が聞こえづ

らさを感じているとのことです。 

   高齢者の場合、本人の自覚がないことによ

り医療機関を受診しないために難聴が進行

してしまうなどの適切な支援を受けること

ができないおそれも考えられます。難聴は

薬物治療や手術などで治る場合があったり、

加齢性難聴などは補聴器さえあれば生活の

質を改善することができますが、これは、

高齢者のコミュニケーションの活性化や社

会参加の促進による認知症予防や介護予防

にもつながります。 

   また、この課題の主な解決策に補聴器の活

用がありますが、高額のため購入に苦慮す

る方もいることが考えられます。 

   質問要旨として、１、難聴対策や早期発見

のための支援について伺います。 

   ２、補聴器購入費用の助成を行う考えはな

いか伺います。 

   質問事項の２として、都市公園等の樹木の

点検・管理について伺います。 

   公園は、多様なレクリエーションや自然と

の触れ合いの場となるほか、都市や地域の

防災性の向上、都市の緑の根幹的な施設で

あります。 

   公園の樹木は老齢化・大径木化が進行して

おり、倒伏や落ち枝による重大な事故等の

発生リスクが高まることが懸念されます。

このため樹木の持つ機能や効用の増進と樹

木の安全性の確保を継続的に両立させてい
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く必要があり、樹木の点検・診断を適切か

つ確実に行うことが重要であります。 

   公園の樹木を起因とした事故等を未然に防

止し、樹木の健全な育成を図りつつ、公園

利用者等の安全・安心を確保することが大

切と感じます。 

   道路、河川その他の公の造営物の設置また

は管理に瑕疵があったために他人に損害を

生じたときは、国または公共団体は、これ

を賠償する責に任ずることとされています。

土地の工作物の設置または保存に瑕疵があ

ることによって他人に損害を生じたときは、

その工作物の占有者は、被害者に対してそ

の損害を賠償する責任を負うことになりま

す。また、竹木の植栽または支持に瑕疵が

ある場合についても準用されることになり

ます。 

   樹木は、基本的には、直接利用することを

想定する公園施設ではありません。しかし、

公園利用者の樹木との触れ合いや、樹木の

下の通行等において樹木の変状及び異常に

起因する事故に遭遇する場合があることが

過去の事故例からも明らかであります。落

枝の危険が明らかな樹木の下を相当数の利

用者が通行する状態は、通常有すべき安全

性を欠いたものと判断されることもありま

す。 

   このように明らかな危険性は事故の予見が

可能であり、これを見逃さずに回避するこ

とが重要であり、これは、公園だけでなく

小学校、中学校等での樹木管理でも同様で

あります。 

   質問要旨として、都市公園等の樹木の管理

方針について伺います。 

   ２として、都市公園、小学校、中学校の樹

木の管理状況について伺います。 

   以上、町の考えを伺います。 

○丹野貞子議長 ５番石垣光洋議員の一般質問に

対する町長の答弁を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 ５番石垣光洋議員の一般質問に

お答えいたします。 

   最初に、質問事項１、高齢者の難聴に係る

支援についてお答えいたします。 

   １点目の難聴対策や早期発見のための支援、

２点目の補聴器購入費用の助成につきまし

て、関連いたしますので併せて申し上げま

す。 

   議員よりご提示いただきました加齢性難聴

は、加齢に伴い聴覚機能が低下し、高い周

波数の音が聞こえにくくなる状態であり、

年齢の進行とともに緩やかに進行するのが

特徴とされており、ヒアリングフレイルと

も呼ばれる新しい概念の一つであります。

その加齢性難聴は、特に言葉が聞こえにく

くなるタイプの難聴とされており、言葉の

聞き取りに支障が出ることからコミュケー

ションが阻害され、家庭やコミュニティー

内での孤立、社会参加等に影響が出ること

などが懸念されております。 

   残念ながら現時点では、加齢性難聴を回復

させる方法はないとされておりますが、加

齢性難聴のリスク要因につきましては多く

の論文が発表されており、騒音下に置かれ

ることのほか、特に糖尿病、循環器疾患、

腎障害などの疾患、喫煙習慣などによる影

響が示されております。 

   難聴進行の予防策としては、定期的に聴力

チェックを行うことが推奨されております。

高齢者の難聴と認知症との関係につきまし

ては、これまで国においても研究がなされ、

一定の相関関係が確認されているところで

ありますが、補聴器などを用いた難聴への

介入が有効な効果をもたらすかどうかの根

拠は限定的で、現段階においては、十分解

明されているとは言えない状況であります。 
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   高齢者向け補聴器購入費用の助成につきま

しては、県内35市町村のうち３つの市町で

実施しているほか、今年度から新たに２つ

の町で開始すると承知しております。助成

額につきましては自治体によって異なりま

すが、おおむね購入費用の２分の１、２万

円から４万円を上限として助成しているケ

ースが多い状況であります。なお、補聴器

購入のための費用については、一般的に支

出される水準の金額は、医療費控除の対象

になっております。 

   現在、国において高齢者の補聴器利用によ

る認知機能への影響を検証する研究が続け

られている段階でありますので、本町とい

たしましても引き続き動向を注視し、補聴

器購入費用の助成について近隣市町の動向、

高齢者のニーズを見据えながら検討してま

いりたいと考えております。 

   次に、都市公園等の樹木の点検・管理につ

いてお答えいたします。 

   １点目の都市公園等の樹木の管理方針につ

いて申し上げます。 

   都市公園等における樹木につきましては、

基本的に樹木の年間育成サイクルに合わせ

て剪定、施肥、病害虫の防除などを実施し

ております。特に管理維持に係る方針等は

作成しておりませんが、公園等の樹木は、

公園ごとの規模、立地条件、植栽の位置、

樹種などが異なることからその公園に合っ

た管理を行う必要があり、公園規模や周辺

環境に合わせるとともに公園全体の景観に

配慮した管理維持を実施することが重要で

あります。 

   議員ご指摘のとおり、植栽後、年数が経過

し、老齢化、病害虫などにより腐敗などに

よって倒木する例が全国で見られています。

本町におきましても、公園内でのナラ枯れ

と思われる被害で枝折れの事例が昨年ござ

いました。幸い周囲に人はいなかったため

大きな事故にはなりませんでしたが、周囲

の同じようなナラ枯れにより枝折れや倒木

等が心配される公園内の樹木を事前に伐採

するなど事故防止対策を実施し、公園利用

者の安全・安心と樹木の安全性を確保した

ところであります。 

   町民の方々からも樹木の管理について様々

なご意見をいただいており、樹木管理の委

託業者や公園利用者からの情報提供、ご要

望を踏まえ、良好な状態に管理するよう努

めてまいります。 

   ２点目の都市公園、小学校、中学校の樹木

の管理状況について申し上げます。 

   都市公園の管理状況でございますが、河北

中央公園を含む18の公園及び河北町役場前

の河北公園については業務委託で、薬剤散

布、除草作業、芝生地施肥、剪定作業、刈

り込み、抜根作業などを実施している状況

です。その他の都市公園等についても適時

管理しております。 

   高木の対策については、公園の外周沿いで

周辺の住宅や施設への影響が大きい樹木に

ついては、樹木の育成上、問題のない範囲

で専門業者にお願いして剪定を実施してお

ります。 

   小中学校の樹木管理の状況につきましては、

各学校で日々樹木の状況を確認し、小枝の

除去など簡単な手入れについては、業務員

が日常業務として行っております。高いと

ころの枝の伐採や剪定作業などは、学校ご

とに計画的に樹木管理委託として専門業者

にお願いしております。さらに、大規模な

伐採が必要になった場合には、教育委員会

として伐採などを専門業者に委託しており

ます。学校施設全般に言えることですが、

常日頃からの見回りなどにより危険箇所や

不安な箇所などがないか点検し、児童・生
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徒の安全な学習環境の維持に努めてまいり

ます。 

   以上、お答え申し上げます。 

○丹野貞子議長 町長の答弁が終わりました。 

   再質問に入ります。 

   「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 65歳以上の高齢者の半

数は加齢性の難聴と推定されていますが、

それをカバーする補聴器の購入費は非常に

高く、少しでも購入費の助成があれば、今

後、高齢者が増え補聴器の需要が高まる中、

購入への動機づけとなることと考えます。 

   答弁では、補聴器購入のための費用につい

ては、一般的に支出される水準の金額は医

療費控除の対象となっているとの答弁でし

た。医療費控除の対象となることについて、

医療機関や販売業者との連携で補聴器購入

を検討している方への情報提供などを行わ

れているのか伺います。 

○丹野貞子議長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 医療費控除の対象となる

ことについて、医療機関、あと販売業者と

の連携で補聴器購入を検討している方々へ

の情報提供などが行われているのかという

お尋ねであります。 

   この医療費控除についてなんですが、加齢

性の難聴で補聴器を購入した方については、

一般的に支出される水準を著しく超えない

部分での金額について医療費控除がなされ

ております。 

   まず、医療費控除については、税の確定申

告でありますとか、あと、町では申告相談

などについて申告が必要になってくる人が、

通常、医療費控除ということで必要とする

わけなんですが、そういった方の中にも相

談があれば、町でも補聴器に関する医療費

控除はどういったものなのかということは、

説明はしております。 

   ただ、高齢の方が購入する場合ですと、申

告そのものが不要になってくる方が多いの

ではないかということもありますので、も

し相談に来た場合には、そういった形で懇

切丁寧に説明するという環境、そういった

ものは持ち合わせております。 

○丹野貞子議長 「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 自治体で助成の対象と

なっている例もあります。助成額は、住民

税非課税・課税で区別している例もありま

す。仮に町として補助を実施した場合は、

多額の財政負担が生じることになります。

身体障害者手帳をお持ちの方で対象となる

方も見られると思います。補装具費支給制

度での費用の一部支給となることがあるの

か伺います。 

○丹野貞子議長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 身障者に関しての難聴の

方に対しましては、補装具関係、補聴器購

入助成ということで河北町障害者自立支援

費の支給に関する規則などに出ております

が、補装具の支給券を対象の方にはお渡し

をして支援を行っているところであります。 

   また、その聞こえの程度によって対象とな

る機器というのも様々ありますので、金額

も様々ばらばらになっています。その中で

ある程度の基準額的なものが示されており

ますので、その金額については、身障者の

難聴の方については支援をしているところ

でございます。 

○丹野貞子議長 「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 65歳以上の方の聴力検

査や、河北町の加齢性難聴や補聴器使用の

傾向について分かることがあれば、お伺い

します。 

○丹野貞子議長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 65歳以上の町民の方でど

れだけの方が補聴器を使っていらっしゃる



 - 106 - 

かという数字に関しましては、町では特に

押さえているものではないです。 

   ただ、傾向といいますか、いろいろな話を

聞いてみますと、金額として結構、補聴器

は高価なものですから、せっかく購入した

んだけれども、ずっとつけているのがネッ

クといいますか、違和感を感じてすぐ外し

てしまったとか、あとは65歳以上の方、特

にもうちょっと上の方なんですが、家族も

含めてなんですが、高齢で聞こえないのは

ある程度やむを得ない、致し方ないという

風潮もあるようでございます。そういった

ことがありますので、町としては、まずは

どれだけの方が補聴器を必要としているか

ということを、それらの数字を捉えること

というのが先決だと考えております。 

○丹野貞子議長 「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 加齢性難聴と生活の質、

ただいまの答弁でも、家族は、加齢による

難聴というのは、ある程度仕方のないもの

という認識だとは思いますけれども、加齢

性難聴と生活の質、あと認知症との関係に

ついてですが、難聴は日常的な会話を困難

にし、生活の質を落とす大きな原因となる

だけでなく、コミュニケーションが減るこ

とでひきこもりの要因となり、難聴の傾向

を早期に発見することが大切だと思います。

補聴器使用に至るまでには、検診などのス

クリーニングを通じて客観的に難聴を発見

し、ご本人に治療や補聴器の装着をお勧め

することがまず重要だと考えますけれども、

検診の向上についてお伺いします。 

○丹野貞子議長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 検診との関係性でござい

ますが、町では特定健診を行っていますが、

その中に聴力の程度を測る内容はございま

せん。ということで、皆さん自らが必要に

応じて耳鼻科等を受診しながらその難聴に

ついては、自分がどの程度のレベルなのか

ということを知っていただく必要がありま

す。 

   そういったことも踏まえて、あと、市町村

の助成のことなんですが、その調査に関し

ては、厚生労働省で今進行形なんです。そ

のあたりがはっきりすれば、都道府県も東

京都以外では補助を行っているところもご

ざいませんということが、どういったこと

が理由になっているかというと、調査が進

行形であるので、そういったことがはっき

りと分かってから対応したいということが

ほとんどの都道府県の見解でございます。

もちろん山形県内でも助成を行っている市

町村は、５市町村ぐらいと極めて少ないん

ですが、残りの30市町村に関しても、厚生

労働省ではっきりとした見解、認知等との

因果関係などがはっきりとうたわれて見解

として示されれば考えたいというところが

ほとんどでございますので、検診というよ

りも自らが自分の聴力についてどの程度で

あるのかを知っていただいて、国の考え方

がきちっと定まりましたら、町でも必要に

応じて措置はしていかなければならないの

かなと思っております。 

   以上でございます。 

○丹野貞子議長 「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 私も２年ほど突発性難

聴で聞こえない期間がありました。今は自

分で検診に行って治ったということで、加

齢性なのか突発性なのかよく分かりません

けれども、私個人としてもそのように右耳

が聞こえなくなったという状況がありまし

たので、ぜひ加齢性難聴ということについ

ては、国の施策も見ながら研究していただ

きたいと思います。 

   次に、樹木の管理維持に係る方針について

お伺いいたします。 
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   公共施設は多くの町民が集う場所であり、

樹木の健康と市民の安全が共に求められま

す。適切な維持管理の実施により事故の原

因となる異常の発生を未然に防止すること

につながると考えます。随時、点検を実施

し、必要に応じて樹木の剪定及び伐採を行

うことが適切な維持管理につながると思い

ます。樹木の成長や衰退による課題を解決

し、植栽に求められる役割を発揮するよう

公共施設の樹木の管理指針が必要だと考え

られることから、樹木の管理指針の策定に

ついて伺います。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 今の質問にお答えしま

す。 

   私どもは、先ほど町長答弁にもありました

都市公園の18公園と、プラス役場の前の河

北公園の樹木管理ということで委託させて

いただいております。これも町長答弁にあ

りましたけれども、内容としましては、薬

剤散布ですとか除草作業または芝生の施肥、

剪定作業ということで、年何回かは公園の

樹木を見ていただく形になっております。 

   ですので、その際、異常があればご報告い

ただく形を取らせていただいておりますの

で、この管理指針・方針というのを満たし

ているのかどうか、その辺を今からでも内

容を確認しまして今後に生かしていきたい

と考えておるところでございます。 

○丹野貞子議長 「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 学校ごとに計画的に樹

木管理委託として専門業者にお願いしてい

るとのことです。高いところの依頼や剪定

のことなのか伺います。 

○丹野貞子議長 「宇野学校教育課長」 

○宇野勝学校教育課長 高いところの枝の剪定に

なりますけれども、樹木管理という点では

消毒、こちらも行っております。 

○丹野貞子議長 「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） そうですか。分かりま

した。学校樹木の管理について状況の確認

をしているということの答弁でしたけれど

も、樹木の点検簿などを備えているのか伺

います。 

○丹野貞子議長 「宇野学校教育課長」 

○宇野勝学校教育課長 点検簿というものは備え

てはございません。常時、目視により管理

の状況を確認をさせていただいているとこ

ろでございます。 

○丹野貞子議長 「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 目視ということでござ

いました。幹にキノコが生えていたり、う

ろができていたり、そういうことで確認を

しているのかお伺いします。 

○丹野貞子議長 「宇野学校教育課長」 

○宇野勝学校教育課長 目視ということでありま

す。そこのキノコまでの確認は、取れてい

るかあれですけれども、あとは、高いとこ

ろの剪定をしていただいた専門業者にアド

バイスを伺ったりということもなされてお

ります。 

○丹野貞子議長 「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 近年の異常気象を鑑み

ますと、健康な樹木についても倒木等の可

能性もあることから、損害賠償保険などに

加入しているのかお伺いします。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 町では、全国町村会の

総合賠償補償保険というものに加入してお

ります。ただ、こちら町の瑕疵があった場

合の賠償は保険で対応になりますけれども、

自然災害等の場合は、こちらは対応になら

ない保険ということでなっておるところで

ございます。 

○丹野貞子議長 「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 自然災害が対応になら
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ないということでしたけれども、それであ

るならばなおのこと、今、各高木になって

いながら送電線や、あとグラスファイバー

線などのところにかかっている枝が結構見

受けられますので、そこら辺、積極的に剪

定して、道路にはみ出ている状態が目視で

きれば再度検討すべきだと思いますが、い

かがでしょうか。 

○丹野貞子議長 「土方都市整備課長」 

○土方一郎都市整備課長 そういった場合は、積

極的に伐採というよりは剪定をまずさせて

いただいて、周りの皆さんに迷惑のかから

ない管理を行っていきたいと思っておりま

す。 

○丹野貞子議長 「５番石垣光洋議員」 

○５番（石垣光洋議員） 終わります。 

○丹野貞子議長 以上で５番石垣光洋議員の一般

質問を終わります。 

○丹野貞子議長 ここで議長から申し上げます。 

   令和５年度主要な施策の成果に関する説明

書にミスプリントがありました。これを訂

正したい旨の申出がありますので、これを

許可します。 

   「須藤防災・危機管理監兼総務課長」 

○須藤俊一防災・危機管理監兼総務課長 大変申

し訳ございません。今お話がありましたよ

うに主要な施策の成果に関する説明書に誤

りがございましたので、訂正をお願いする

ものでございます。 

   最初に、20ページをお開きください。 

   ２目職員研修費の令和５年度河北町職員研

修実施結果の表の中で、20ページ、上から

２段目の地方自治情報化推進フェア2023の

日数について「１」を「２」に、次のペー

ジですけれども、21ページ、下から３段目

の中堅社員研修の日数について「１」を

「２」に訂正をお願いいたします。 

   次に、39ページをお開きください。 

   ８目まちづくり推進費14地域おこし推進事

業の地域活性化支援（ベニバナ活用）など

の説明で「７月から」を「５月から」に訂

正をお願いいたします。 

   続きまして、131ページをお開きください。 

   ２目公園管理費２いもこ列車一般公開事業

費の表に記載する令和５年度一般公開日別

調査人数の中で「４月25日火曜日」を「４

月２日日曜日」に、同じく６月４日、７月

２日、９月17日、５月15日の「火曜日」を

それぞれ「日曜日」に訂正をお願いいたし

ます。 

   次に、136ページをお開きください。 

   １目非常備消防費１河北町消防団の表に記

載する消防団出動状況の中で、演習大会の

人数「327」を「326」に、訓練・講習の人

数「1,324」を「1,339」に、火災予防災害

対策等「1,208」を「982」に、合計「319」

を「2,807」に訂正をお願いいたします。 

   次に、144ページをお開きください。 

   １目教育委員会費５河北町人材育成奨学金

給付事業の説明で「河北町人材育成及び起

業支援基金を基に」とある冒頭の箇所です

が、削除お願いいたします。 

   以上でございます。 

   なお、許可をいただいた後、シールを貼ら

せていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

○丹野貞子議長 主要な施策の成果に関する説明

書については、ただいま説明がありました

とおり訂正されたものを原案とすることに

ついて異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、主要な施策の成果に関する説明書

については、訂正されたものを原案とする

ことにいたします。 

   ここで訂正を行いますので、主要な施策の
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成果に関する説明書を机の上に置いてくだ

さるようお願いします。 

   それでは、ここで11時25分まで休憩します。 

     休 憩  午前１１時０５分 

     再 開  午前１１時２４分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   議長から申し上げます。 

   先ほどの10番林議員の一般質問の中で、誤

った発言をしたので発言を取り消したい旨

の申出がありましたので、これを許可しま

す。 

   「10番林智議員」 

○10番（林智議員） 先ほどの一般質問の発言

の中で、大学研究室の方が当町を訪れた際、

当町に対し共同研究の申出及び対応等、そ

の後についての発言の中で、事実の確認も

せずに不適切な発言をしたことを、その内

容について取消しさせていただきます。大

変申し訳ございませんでした。 

○丹野貞子議長 ただいまの説明のとおり発言の

一部を取り消すことに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、申出の部分の発言を取り消すこと

に決定しました。 

   ここで昼食のため午後１時まで休憩いたし

ます。 

     休 憩  午前１１時２５分 

     再 開  午後 １時００分 

○丹野貞子議長 休憩を解いて再開します。 

   日程第２、議案の審議、採決を行います。 

   議事の都合上、 

   議第４９号 令和５年度河北町一般会計歳

入歳出決算認定について 

   議第５０号 令和５年度河北町国民健康保

険特別会計歳入歳出決算認定

について 

   議第５１号 令和５年度河北町西里財産区

特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

   議第５２号 令和５年度河北町農業集落排

水事業特別会計歳入歳出決算

認定について 

   議第５３号 令和５年度河北町公共下水道

事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

   議第５４号 令和５年度河北町介護保険特

別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

   議第５５号 令和５年度河北町後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算認

定について 

   議第５６号 令和５年度河北町水道事業会

計の剰余金処分及び決算認定

について 

   以上８議案を一括議題とします。 

   ここで一般会計及び特別会計決算について

会計管理者から説明を求めます。 

   「軽部会計管理者」 

○軽部昭博会計管理者兼会計課長 議長の指名に

より、令和５年度河北町一般会計及び特別

会計の歳入歳出決算について、お手元に配

付しております決算書によりご説明申し上

げます。 

   なお、各会計にわたって合計のみの説明と

させていただきます。 

   初めに、一般会計の歳入歳出について申し

上げます。 

   ６ページ、７ページをお開きください。 

   歳入合計について申し上げます。 

   予算現額112億4,430万9,130円、調定額111

億3,479万1,978円、収入済額110億3,665万

7,601円、不納欠損額223万1,237円、収入未

済額9,590万3,140円です。 

   次に、10ページ、11ページをお開きくださ

い。 
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   歳出合計について申し上げます。 

   予算現額112億4,430万9,130円、支出済額

107億2,168万1,312円、翌年度繰越額１億

5,289万6,000円、不用額３億6,973万1,818

円で、予算現額に対する執行率は95.4％と

なります。 

   以上の結果、歳入歳出差引残額は３億

1,497万6,289円です。そのうち地方自治法

第233条の２の規定による基金繰入額は２億

3,000万円となります。 

   次に、146ページをお開きください。 

   実質収支に関する調書につきまして申し上

げます。 

   歳入歳出差引額３億1,497万6,289円、翌年

度へ繰り越すべき財源のうち繰越明許費繰

越額2,297万5,300円で、実質収支額２億

9,200万989円です。そのうち基金繰入額は

２億3,000万円です。 

   次に、国民健康保険特別会計の歳入歳出に

ついて申し上げます。 

   148ページ、149ページをお開きください。 

   歳入合計につきまして申し上げます。 

   予算現額21億7,080万5,000円、調定額19億

4,081万9,778円、収入済額19億408万1,637

円、不納欠損額61万8,740円、収入未済額

3,611万9,401円です。 

   152ページ、153ページをお開きください。 

   歳出合計について申し上げます。 

   予算現額21億7,080万5,000円、支出済額18

億3,795万57円、不用額３億3,285万4,943円

です。 

   以上の結果、歳入歳出差引残額は6,613万

1,580円で、うち地方自治法第233条の２の

規定による基金繰入額は3,500万円です。 

   174ページをお開きください。 

   実質収支に関する調書について申し上げま

す。 

   歳入歳出差引額6,613万1,580円、実質収支

額も同額で、うち基金繰入額は3,500万円で

す。 

   次に、西里財産区特別会計の歳入歳出につ

いて申し上げます。 

   176ページ、177ページをお開きください。 

   歳入合計について申し上げます。 

   予算現額90万3,000円、調定額57万2,772円、

収入済額も同額です。 

   178ページ、179ページをお開きください。 

   歳出合計について申し上げます。 

   予算現額90万3,000円、支出済額56万2,772

円、不用額34万228円です。 

   以上の結果、歳入歳出差引残額は１万円で

す。 

   186ページをお開きください。 

   実質収支に関する調書について申し上げま

す。 

   歳入歳出差引額は１万円、実質収支額も同

額です。 

   次に、農業集落排水事業特別会計の歳入歳

出について申し上げます。 

   188ページ、189ページをお開きください。 

   歳入合計について申し上げます。 

   予算現額2,902万7,000円、調定額2,922万

257円、収入済額2,826万8,668円、収入未済

額95万1,589円です。 

   190ページ、191ページをお開きください。 

   歳出合計について申し上げます。 

   予算現額2,902万7,000円、支出済額2,555

万5,952円、不用額347万1,048円です。 

   以上の結果、歳入歳出差引残額は271万

2,716円です。 

   なお、この残額は、農業集落排水事業につ

いて地方公営企業法が適用されたことに伴

い、同法の規定による河北町下水道事業会

計に引き継ぐこととなります。 

   198ページをお開きください。 

   実質収支に関する調書について申し上げま
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す。 

   歳入歳出差引額271万2,716円、実質収支額

も同額です。 

   次に、公共下水道事業特別会計の歳入歳出

について申し上げます。 

   200ページ、201ページをお開きください。 

   歳入合計について申し上げます。 

   予算現額８億6,004万3,000円、調定額８億

7,746万4,065円、収入済額８億3,153万360

円、不納欠損額328万3,808円、収入未済額

4,264万9,897円です。 

   202ページ、203ページをお開きください。 

   歳出合計について申し上げます。 

   予算現額８億6,004万3,000円、支出済額８

億721万2,444円、不用額5,283万556円です。 

   以上の結果、歳入歳出差引残額は2,431万

7,916円です。 

   なお、この残額は、下水道事業について地

方公営企業法が適用されたことに伴い、同

法の規定による河北町下水道事業会計に引

き継ぐこととなります。 

   214ページをお開きください。 

   実質収支に関する調書につきまして申し上

げます。 

   歳入歳出差引額2,431万7,916円、実質収支

額も同額です。 

   次に、介護保険特別会計の歳入歳出につい

て申し上げます。 

   216ページ、217ページをお開きください。 

   歳入合計について申し上げます。 

   予算現額24億4,635万4,000円、調定額24億

6,137万 2,913円、収入済額 24億 5,969万

5,196円、不納欠損額28万8,869円、収入未

済額138万8,848円です。 

   220ページ、221ページをお開きください。 

   歳出合計について申し上げます。 

   予算現額24億4,635万4,000円、支出済額24

億437万7,630円、不用額4,197万6,370円で

す。 

   以上の結果、歳入歳出差引残額は5,531万

7,566円で、うち地方自治法第233条の２の

規定による基金繰入額は1,823万7,271円で

す。 

   242ページをお開きください。 

   実質収支に関する調書について申し上げま

す。 

   歳入歳出差引額5,531万7,566円、実質収支

額も同額で、うち基金繰入額は 1,823万

7,271円です。 

   次に、後期高齢者医療特別会計の歳入歳出

について申し上げます。 

   244ページ、245ページをお開きください。 

   歳入合計について申し上げます。 

   予算現額２億6,422万9,000円、調定額２億

6,806万 5,633円、収入済額２億 6,815万

5,433円、不納欠損額1,000円、収入未済額

マイナス９万8,000円です。 

   246ページ、247ページをお開きください。 

   歳出合計について申し上げます。 

   予算現額２億6,422万9,000円、支出済額２

億6,381万113円、不用額41万8,887円です。 

   以上の結果、歳入歳出差引残額は434万

5,320円です。 

   256ページをお開きください。 

   実質収支に関する調書につきまして申し上

げます。 

   歳入歳出差引額434万5,320円、実質収支額

も同額です。 

   次に、財産に関する調書について申し上げ

ます。 

   258ページから262ページまでは、公有財産、

物品、基金について記載しております。そ

の内訳を263ページから280ページまでに記

載しております。内容等の説明については

省略させていただきます。 

   以上、令和５年度の一般会計及び特別会計
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歳入歳出決算についての説明を終わらせて

いただきます。よろしくお願いします。 

○丹野貞子議長 以上で会計管理者の説明を終わ

ります。 

   続いて、水道事業会計決算について、上下

水道課長から説明を求めます。 

   「大泉上下水道課長」 

○大泉正博上下水道課長 それでは、議長の指名

により、令和５年度河北町水道事業会計の

剰余金処分及び決算につきまして、お手元

に配付しております決算書によりご説明申

し上げます。 

   決算の概要につきましては、さきに町長か

らご説明を申し上げましたので、ここでは

決算書の項目に従って計数的なことについ

て申し上げます。 

   また、決算書の１ページから４ページまで

の決算報告書は消費税を含んだ金額であり、

５ページから９ページまでの損益計算書等

の財務諸表は消費税を除いた金額でありま

す。 

   初めに、決算報告書について申し上げます。 

   １ページ、２ページをお開きください。 

   収益的収入及び支出であります。 

   予算額に対し決算額は、収入で383万7,789

円下回り、支出で2,080万5,341円の不用額

となりました。 

   その主な理由は、収入については営業収益

では給水収益が減少したこと、支出につい

ては営業費用における委託料及び動力費等

が見込みよりも減少したことなどによりま

す。 

   その結果、事業収益の総額は５億2,151万

3,211円、事業費用の総額は４億8,178万

4,659円で、収支差引額は3,972万8,552円と

なり、収益が費用を上回りました。 

   次に、３ページ、４ページをお開きくださ

い。 

   資本的収入及び支出であります。 

   予算額に対し決算額は、収入で1,078万

7,700円下回り、支出で2,647万9,014円の不

用額となりました。 

   その主な理由は、収入については配水管移

設工事負担金が見込みより減少したこと、

支出については工事請負費が見込みより減

少したことなどによります。 

   その結果、収入総額は2,783万3,300円、支

出総額は１億7,128万4,986円となり、収支

差引額は１億4,345万1,686円の資金不足と

なりました。 

   なお、この不足額につきましては、本表末

尾記載のとおり当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定

留保資金及び減債積立金で補塡しておりま

す。 

   次に、５ページをお開きください。 

   損益計算書について申し上げます。 

   本表は、令和５年度における水道事業の営

業活動の成果を表すものであります。 

   １の営業収益は、水道料金である給水収益

新規給水工事の分岐料である受託工事収益、

工事負担金、その他営業収益などで、収入

総額は４億3,337万183円であります。 

   ２の営業費用は、受水から給水までの水道

事業管理経費である浄水及び配給水費や受

託工事費、施設の減価償却費などで、支出

総額は４億3,898万7,495円であります。 

   その結果、収支差引き561万7,312円の営業

損失であります。 

   ３の営業外収益は受取利息や会計処理上の

長期前受金戻入益、不用品売却収益等の雑

収益で4,779万9,563円であります。 

   ４の営業外費用は企業債に係る支払利息と

雑支出で1,054万5,069円となりますので、

営業外における収支差引額は3,725万4,494

円の利益となりました。これを先ほどの営



 - 113 - 

業損失と合わせました経常利益は3,163万

7,182円であります。 

   以上の結果、当年度純利益は経常利益と同

額の3,163万7,182円であります。 

   次に、６ページをお開きください。 

   剰余金計算書について申し上げます。 

   初めに、前年度末残高及び前年度処分額に

つきましては、昨年の９月定例会において

議決いただきました令和４年度河北町水道

事業貸借対照表及び令和４年度水道事業剰

余金処分計算書から転記した金額でありま

す。 

   当年度変動額につきましては、減債積立金

を取り崩した5,702万4,339円と当年度純利

益の3,163万7,182円をそれぞれ計上したも

のであります。 

   未処分利益剰余金合計は8,866万1,521円と

なり、利益剰余金合計は３億9,998万884円

となりました。 

   次に、７ページの剰余金処分計算書（案）

について申し上げます。 

   当年度未処分利益剰余金8,866万1,521円に

つきましては、1,563万7,182円を減債積立

金に、1,600万円を建設改良積立金にそれぞ

れ積み立て、5,702万4,339円を資本金に組

み入れたいと考えております。よって、処

分後残高の繰越利益剰余金はゼロ円となり

ます。 

   次に、８ページをお開きください。 

   貸借対照表について申し上げます。 

   初めに、資産の部１の固定資産につきまし

ては、年度末現在高から各資産の減価償却

累計額を差し引いた有形固定資産の合計額

で29億7,190万6,654円であります。無形固

定資産は電話加入権の30万9,400円で、固定

資産の合計は29億7,221万6,054円でありま

す。 

   ２の流動資産は、現金預金、未収金及び貯

蔵品などで合計は12億130万8,268円であり

ます。 

   以上、固定資産と流動資産を合わせました

資産合計は41億7,352万4,322円であります。 

   次に、９ページをお開きください。 

   負債の部３の固定負債につきましては、令

和７年度以降に返済予定の企業債と修繕引

当金との合計で４億2,974万9,745円であり

ます。 

   ４の流動負債は、令和６年度に返済予定の

企業債、引当金、未払金、前受金及び預り

金などの合計で１億4,956万2,224円であり

ます。 

   ５の繰延収益は、長期前受金から長期前受

金収益化累計額を減額したもので５億1,805

万1,935円であります。 

   以上、固定負債、流動負債及び繰延収益を

合わせました負債合計は10億9,736万3,904

円であります。 

   次に、資本の部６の資本金につきましては、

自己資本で26億4,148万6,815円であります。 

   ７の剰余金は、先ほどの６ページの剰余金

計算書にも記載しておりますが、資本剰余

金が3,469万2,719円、利益剰余金合計が３

億9,998万884円で、剰余金合計は４億3,467

万3,603円であります。 

   以上のことから、資本金と剰余金を合わせ

ました資本合計は30億7,616万418円となり、

負債と資本を合わせました負債資本合計は

41億7,352万4,322円となりました。 

   以上が令和５年度河北町水道事業会計の剰

余金処分及び決算の概要であります。 

   なお、12ページ以降に決算書附属資料を添

付しておりますので、ご覧いただきまして

説明は省略させていただきます。 

   以上、よろしくお願い申し上げます。 

○丹野貞子議長 以上で上下水道課長の説明を終

わります。 
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   ここで監査委員から決算審査の経過と結果

について報告を求めます。 

   「清野一晴監査委員」 

○清野一晴監査委員 それでは、私から令和５年

度河北町決算審査の経過と結果について申

し上げます。 

   町長から審査に付託されました令和５年度

一般会計各特別会計及び水道事業会計決算

並びに基金の運用につきまして、漆山光春

監査委員と共に７月16日から７月30日まで

の期間において決算書、関係書類、関係諸

帳簿等を照合し、さらに関係職員の説明を

求め、詳細に審査いたしました。 

   その概要については、皆様のお手元の令和

５年度河北町決算審査意見書に記載してお

りますので、数字等の説明を省略させてい

ただき、審査の結果についてご報告を申し

上げます。 

   それでは、一般会計及び各特別会計の審査

の結果について申し上げます。 

   21ページをお開きいただきたいと思います。 

   審査の結果、総体的に、法令、条例及び規

則に準拠し処理されており、予算の執行も

適正であると認めます。 

   なお、次の事項について今後一層努力され

ることを望みます。 

   １、持続可能な行財政の運営。 

   （１）人口減少、少子高齢化の進展による

社会保障関係経費等がますます増加傾向に

ある中、また、役場の新庁舎建設後にあっ

て持続可能な財政基盤を確立した行財政の

運営が不可欠である。激甚化する自然災害

や新型コロナ感染症の第５類移行後の対応

は重要な課題であると同時に、デジタルト

ランスフォーメーションやグリーントラン

スフォーメーション等、社会情勢の変化に

対応しながら河北町総合戦略を推進してい

く必要があり、町民の生活安定、交流人

口・関係人口の拡大及び地域産業のさらな

る発展のため、引き続き自主性・自立性の

高い行財政運営に取り組まれたい。 

   （２）財政の健全化を判断する指標では、

経常収支比率速報値が95.3％と増加傾向に

あり、経常的経費、義務的経費の割合が高

まることは、財政の硬直化が進むことにな

り注意が必要である。財政調整基金残高は

前年度比１億1,800万円増加し８億3,500万

円となり、実質公債費比率は9.1％、前年度

比0.3ポイント上昇、将来負担比率は17.5％、

前年度比11.6ポイント低下となっており、

今後、新庁舎建設の債務元金返済の据置期

間が終了し、返済が始まる中、各種事業推

進のための計画的な財源確保と安定した財

政運営が何よりも重要である。 

   ２、関係各課が連携した事業推進。 

   各課で所管している事業を効果的に推進す

る上で、空き家対策、町の発信ＰＲ、子育

て支援、農商工連携、谷地高支援事業など

関係各課の連携が不可欠な事業が多く、担

当課で完結することなく、これまで以上の

緊密な連携により大きな事業成果に結びつ

けることを望む。 

   ３、職員の能力を発揮できる職場環境づく

り。 

   事業推進事務執行に当たり、各課長のマネ

ジメントの下、職員一人一人がコスト意識

を持って働き方改革を多角的に進め、前例

にとらわれず事務の効率化と時間外勤務の

縮減及び職員の持てる能力を最大限に発揮

できる環境づくりに取り組まれたい。 

   続きまして、水道事業会計の決算の審査の

結果について申し上げます。 

   水道事業会計９ページをお開きいただきた

いと思います。 

   審査の結果、総体的に、法令、条例及び規

則に準拠し処理されており、予算の執行も
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適正であると認めます。 

   なお、次の事項について今後一層努力され

ることを望みます。 

   公営企業法を適用している水道事業の資金

不足は生じていない。また、経常収支比率

は100％を超え、経常収益は黒字となってい

るが、当該比率は年々減少しており、収益

性を示す営業収支比率は100％を切り、営業

収益が初めてマイナスとなった。給水人口

と大口需要者による使用水量が減少する傾

向は今後とも続くと予想され、管路の老朽

化と相まって有収水量の減少が続き、厳し

い経営状況に置かれていると言える。漏水

対策など有収率の改善、未収金対策及び管

理費用等縮減の計画的な取組が必要である。

令和５年度から公営企業会計に移行してい

る農業集落排水事業、公共下水道事業とと

もに住民のライフラインとして必要な住民

サービスを安定的に提供できるよう、中長

期的な経営戦略を持って持続的かつ適正な

財政運営をされたい。 

   以上、ご報告申し上げます。 

○丹野貞子議長 以上で監査委員の報告を終わり

ます。 

○丹野貞子議長 日程第３、決算審査特別委員会

の設置構成及び決算議案の特別委員会付託

であります。 

   お諮りします。 

   ただいま議題に供しました議第49号から議

第56号までの８議案については、議長を除

く議会議員全員で構成する決算審査特別委

員会を設置し、これに付託して審査をお願

いしたいと思います。これに異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、議第49号から議第56号までの８議

案については、議長を除く全議員で構成す

る決算審査特別委員会を設置し、これに付

託して審査することに決定しました。 

   お諮りします。 

   決算審査特別委員会が終了するまで本会議

を休会したいと思います。これに異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、決算審査特別委員会が終了するま

で本会議を休会することに決定しました。 

   これにて本会議を休会とします。 

午後１時３１分  休 会 
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